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外観

志木の家 Pendiiタイトル

講評

　中２階から西側のアプローチまで、芝でおおわれている片流れの屋根。このグラスルーフが２階居室の庭と
なり、その断熱性により、１階の居室を良好な熱環境へと導く。芝の緑は南側のグラスガーデンへと続く。
　道路沿いのナンテン垣根の中心に大きな既存樹木、メタセコイア。緑が白壁に映り、グラスルーフへと続く。
道路を通る人々の目をなごませる。芝屋根を中心に建物と敷地、そして外部空間が一体化する。内から、そして
外からも、やすらぎを感ずるこの緑のステキな環境は、最優秀賞にふさわしい作品である。（審査委員：片渕	重幸）

データ

所 在 地▪志木市	 	 完成年月▪平成18年12月
構造・階数▪木造+S造・2階	 総工事費▪約3,200万円
敷地面積▪175.46㎡		 居住者構成▪15歳未満：1人、15歳以上65歳未満：2人
延床面積▪133.75㎡		 設 計 者▪スタジオ・アーキファーム一級建築士事務所　峯田	建＋恩田	恵以
建築面積▪ 87.60㎡		 施 工 者▪ノムラ建工株式会社　担当　野村	佳男

住まい手から一言

　この家のユニークな外観、構造について文章で表現するのは難しいのでアーキファームさんに譲るとしても、
一言で表現するとしたら「呼吸している家」と言うのがふさわしいと感じています。屋根の半分以上を覆う芝
は暑い夏の太陽熱と冬の寒さの侵入を防ぎ、その緑は観賞の対象でもあります。珪藻土の壁とアーキファー
ムさん独自の室内空気循環システムが室内の湿度を適度に調整してくれ、カビや窓の結露の問題は皆無です。
リビング側は大きなガラス面となっておりますが、そのガラス越しのテラスの上には計算されたであろう屋根の
張り出し寸法により、角度の高い夏の日差しは部屋に差し込まず、それが低い冬には差し込んで来て、部屋を
２０度以上に温めてくれます。また、光熱費に於いては、夏場のガス代がここまで少ないのは太陽熱温水器が
大いに貢献しており、また家族全員が冬の寒さに弱いように感じておりますので暖房代として冬の電気代が少々
かかっているようです。

内観

CASBEE評価
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